
特集１「東北の小京都　棚倉」
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昭
和

　

昭
和
6060
年
５
月
、
全
国
に
散
在
す
る

年
５
月
、
全
国
に
散
在
す
る

小
京
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と
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京
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2626
市
町
と
京
都
市

市
町
と
京
都
市

が
参
加
し
て
「
全
国
京
都
会
議
」
が
結

が
参
加
し
て
「
全
国
京
都
会
議
」
が
結

成
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ま
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成
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互
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手
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か
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ま
ち
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互
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に
手
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さ
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え
、
悠
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の
歴
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豊
か
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自
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え
、
悠
久
の
歴
史
と
豊
か
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自
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に
培
わ
れ
た
伝
統
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文
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魅
力
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広
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培
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れ
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伝
統
や
文
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魅
力
を
広

く
全
国
に
発
信
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち

く
全
国
に
発
信
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
観
光
客
誘
致
の

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
観
光
客
誘
致
の

相
乗
効
果
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

相
乗
効
果
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
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全
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議
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は
、
次
の

　

全
国
京
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議
へ
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は
、
次
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よ
う
な
条
件
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以
上
あ
て
は
ま
る

よ
う
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条
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こ
と
を
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に
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ま
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と
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基
準
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史
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な
つ
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が
り
が
あ
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史
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つ
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③
伝
統
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産
業
、
芸
能
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あ
る

③
伝
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芸
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全
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京
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平
成

　

平
成
2525
年
、
湯
座
一
平
町
長
が
全
国
京

年
、
湯
座
一
平
町
長
が
全
国
京

都
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
本
町

都
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
本
町

が
条
件
の
②
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
か
ら
思

が
条
件
の
②
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
か
ら
思

い
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故

い
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故

に
よ
る
風
評
被
害
を
払
拭
し
、
減
少
し
た

に
よ
る
風
評
被
害
を
払
拭
し
、
減
少
し
た

観
光
客
を
戻
す
た
め
、
平
成

観
光
客
を
戻
す
た
め
、
平
成
2727
年年
44
月
に
月
に

当
会
へ
の
加
盟
を
申
込
み
、
同
年

当
会
へ
の
加
盟
を
申
込
み
、
同
年
1010
月
に
月
に

長
野
県
飯
山
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第

長
野
県
飯
山
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
3131
回回

全
国
京
都
会
議
総
会
」
の
席
上
で
入
会
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全
国
京
都
会
議
総
会
」
の
席
上
で
入
会
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
全
国
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
全
国
で
4747
番番

目
の
加
入
で
あ
り
、
現
在
も
県
内
で
は
本

目
の
加
入
で
あ
り
、
現
在
も
県
内
で
は
本

町
の
み
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

町
の
み
が
加
盟
し
て
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ま
す
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平
成

　

平
成
3030
年
４
月
現
在
、
加
盟
は

年
４
月
現
在
、
加
盟
は
4545
市
町
市
町

と
な
り
、
共
同
宣
伝
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ポ

と
な
り
、
共
同
宣
伝
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ポ

ス
タ
ー
の
作
製
・
配
布
な
ど
、
広
域
観
光

ス
タ
ー
の
作
製
・
配
布
な
ど
、
広
域
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
ほ
か
、
年

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
ほ
か
、
年
11

回
の
総
会
を
加
盟
市
町
持
ち
回
り
で
開
催

回
の
総
会
を
加
盟
市
町
持
ち
回
り
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

「
小
京
都
」

わ
ず
か
三
文
字
の
短
い
言
葉
に

私
た
ち
は
不
思
議
な
懐
か
し
さ
と
憧し

ょ
う
け
い憬
の
念
を
抱
き
ま
す

悠ゆ
う
き
ゅ
う久
の
歴
史
と
豊
か
な
自
然
に
培

つ
ち
か

わ
れ
た
伝
統
や
文
化

季
節
を
彩
る
風
物
詩　

そ
こ
に
住
ま
う
人
々
の
暮
ら
し
・
・
・

そ
ん
な
文
化
を
守
り
伝
え
る
「
東
北
の
小
京
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棚
倉
」
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歩
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て
み
ま
せ
ん
か

日
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の
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懐
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赤
館
の
ふ
も
と
に
残
る

京
都
と
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り

　

赤
館
の
ふ
も
と
に
は
、
現
在
も
「
玉

ぎ
ょ
く

室し
つ
そ
う
は
く
た
っ
き
ょ

宗
珀
謫
居
之
跡
」
と
刻
ま
れ
た
大
き
な

碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
碑
は
、
玉
室
宗
珀
と
い
う
僧
が
、

か
つ
て
こ
の
地
に
庵
を
構
え
住
ん
で
い
た

こ
と
を
今
に
伝
え
る
も
の
で
す
。
玉
室
宗

珀
は
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
の
人
物
で
す
。
京
都
の
大だ

い
と
く徳

寺じ

の

住
職
を
務
め
、
そ
の
境
内
に
芳ほ

う
し
ゅ
ん
い
ん

春
院
を
開

い
た
人
で
も
あ
り
ま
す
。

　

玉
室
宗
珀
が
棚
倉
町
へ
と
や
っ
て
来
た

の
は
、
江
戸
時
代
、
一
六
二
九
年
の
こ
と
。

当
時
、
高
僧
に
は
、
そ
の
証
と
し
て
朝
廷

か
ら
「
紫し

え衣
」
と
呼
ば
れ
る
紫
色
の
法
服

が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
幕
府
の
許
可

な
し
に
行
わ
れ
た
と
し
て
、
幕
府
が
無
効

を
宣
言
。
抗
議
し
た
玉
室
宗
珀
は
、
棚
倉

へ
と
流
さ
れ
ま
し
た
（
紫
衣
事
件
）
。
当

時
の
棚
倉
藩
は
、
第
2
代
棚
倉
城
主
の
内な

い

藤と
う
の
ぶ
て
る

信
照
の
時
代
で
し
た
。
玉
室
宗
珀
は
、

京
都
へ
と
戻
る
一
六
三
二
年
ま
で
、
こ
の

地
に
信
照
が
建
立
し
た
光こ

う
と
く徳
寺じ

境
内
の
庵

で
暮
ら
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

玉
室
宗
珀
が
眺
め
て
い
た
赤
館
か
ら
の

景
色
、
山
並
み
に
囲
ま
れ
た
棚
倉
の
景
色

は
、
遠
く
離
れ
た
京
都
の
地
を
思
わ
せ
る

も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

京
都
の
大
徳
寺
は
、
武
将
と
の
交
流
が

多
く
棚
倉
藩
初
代
藩
主
で
あ
る
立
花
宗
茂

の
墓
所
が
あ
り
、
棚
倉
城
初
代
城
主
の
丹

羽
長
重
と
の
交
流
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
棚
倉
の
地
と
の
意
外
な
つ
な

が
り
が
、
京
都
の
大
徳
寺
に
は
あ
り
ま
す
。

棚
倉
町
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り

　

現
在
棚
倉
町
で
は
、
町
内
に
存
在
す
る

文
化
財
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
の
周
辺
環

境
ま
で
含
め
て
総
合
的
に
保
存
・
活
用
し

て
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
３
カ
年
を

か
け
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
を
策
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
度
の
策
定
を
目
標
と

し
て
、
本
町
に
お
け
る
総
合
的
な
整
備
を

図
る
べ
く
「
棚
倉
町
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
」
を
策
定
し
、
国
の
認
可
を
受
け
、

歴
史
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
年
も
棚
倉
ふ
る
さ
と
講
座
と

ふ
る
さ
と
検
定
を
開
催

　

棚
倉
ふ
る
さ
と
講
座
は
11
月
に
、
ふ
る

さ
と
検
定
は
12
月
に
開
催
予
定
で
す
。
詳

細
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

棚
倉
町
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学
び
、

自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見

で
き
る
良
い
機
会
で
す
。
知
ら
な
か
っ
た

棚
倉
町
の
良
さ
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
よ
り
深

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
創
生
課　

歴
史
観
光
係
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